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東海北陸地方年金記録訂正審議会（第 11回総会）議事録 

 

○日時 令和７年４月 10日（木）  13：25 ～ 13：56  

 

○場所 名古屋合同庁舎第１号館８階 会議室 

 

○出席者 

中根会長、天野委員、大滝委員、加藤委員、木村委員、小寺委員、佐藤委員、杉原

委員、内藤委員、船戸委員、宮田委員、安田委員、柚原委員、若松委員、渡辺委員 

 

○議題 

東海北陸地方年金記録訂正審議会の「会長代行」、「部会に属すべき委員」及び「部

会長」の指名について 

 

○報告事項 

年金記録に係る訂正請求の受付・処理状況等について 

 

○議事 

○永原課長補佐 それでは定刻より少し早いですが、ただいまから東海北陸地方

年金記録訂正審議会第 11回総会を始めさせていただきます。私は、東海北陸厚生

局年金審査課課長補佐の永原と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

冒頭、お願いごととなりますが、本会議の発言につきましては、議事録作成の

ために録音させていただきますので、あらかじめご了承願います。 

併せて、東海北陸厚生局のホームページに掲載する写真を撮らせていただきます

ので、こちらにつきましても、ご了承いただきたいと思います。それでは本題に

入らせていただきます。 

本会議につきましては、東海北陸地方年金記録訂正審議会運営規則により、中

根会長に本日の総会の議事進行をしていただくこととなります。それでは中根会

長、よろしくお願いいたします。 

 

○中根会長 昨年度に引き続きまして、会長を務めさせていただきます中根でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

委員の皆様方には、本日ご多忙の中、ご参集いただきましてありがとうござい

ます。この審議会の委員の我々の役割というのは、公正公平かつ迅速に審議を行

い、その結果を請求者の方、あるいは国民の皆様に丁寧に説明することにあると

いうふうに考えております。委員の皆様には、それぞれの専門分野のご経験や知

見を審議に十分に反映していただきまして、充実した審議を行っていただきます

ようにお願い申し上げます。１年間よろしくお願い申し上げます。着座にて失礼

します。 
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まず始めに、東海北陸地方年金記録訂正審議会運営規則第９条に「会議は非公

開とする。ただし、会長が必要と認めるときは、公開とすることができる」とあり

ます。本日の議題の議事内容及び報告事項については、特段、個人情報の保護や、

公開することによって本審議会の運営に支障を来すような内容は含まれていない

と判断できますので、公開といたします。なお、発言に際しては個人情報に配慮

していただきますようにお願いいたします。事務局は、運営規則第 12条第１項及

び第２項の規定により議事要旨を作成し、会議資料と併せて東海北陸厚生局ホー

ムページで公開するとともに、同条第３項の規定に基づき、議事録を作成してく

ださい。 

なお、同条第４項の規定による議事録署名人として、私の他に、柚原委員と安

田委員の２名を指名させていただきます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、事務局から、本日の出欠状況と会議の成立についての報告及び資

料等の説明と確認をお願いします。 

 

○永原課長補佐 それでは本日の総会の出席員数及び総会の成立についてご報告

いたします。本日は、名越委員からご欠席とのご連絡をいただいており、委員総

数 16名に対しまして、15名の委員の方にご出席をいただいております。 

地方年金記録訂正審議会規則第７条第１項において、「審議会は、委員及び議事

に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、会議を開き、議決することが

できない」と規定されており、本日は、その定足数を満たしておりますので、会議

は成立していることをご報告いたします。 

続きまして、お手元の資料のご確認をお願いします。「座席表」「議事次第」に続

きまして、資料１「東海北陸地方年金記録訂正審議会委員名簿」、資料２「東海北

陸地方年金記録訂正審議会の「会長代行」、「部会に属すべき委員」及び「部会長の

指名について」、資料３「年金記録に係る訂正請求の受付・処理状況等について」、

参考資料「地方年金記録訂正審議会規則及び東海北陸地方年金記録訂正審議会運

営規則」をご用意させていただいております。資料等に不足がございましたらお

申し出ください。ございませんか。 

これに加え、本年４月に再任及び新任されました委員の皆様には、人事異動通

知書を机の上にご用意させていただいておりますので、よろしくお願いいたしま

す。なお、任期途中の委員の皆様には人事異動通知書はございませんが、引き続

きよろしくお願いいたします。 

 

○中根会長 それでは、東海北陸地方年金記録訂正審議会の委員と、本日出席の

事務局職員のご紹介をしたいと思います。事務局からご紹介をお願いいたします。 

 

〇永原課長補佐 それではまず、東海北陸地方年金記録訂正審議会の委員の方々

をご紹介いたします。資料１の委員名簿をご覧ください。名簿の順にお名前のみ

ご紹介させていただきます。 
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天野智子委員です。大滝春義委員です。新任の加藤貴代美委員です。木村美恵

子委員です。小寺佐智子委員です。佐藤文子委員です。杉原孝朗委員です。内藤広

子委員です。中根紀裕委員です。名越陽子委員です。本日は欠席でございます。船

戸淳委員です。宮田直美委員です。安田剛委員です。柚原肇委員です。若松優佳委

員です。渡辺尚美委員です。以上、東海北陸地方年金記録訂正審議会の委員総数

は 16名でございます。 

続きまして、事務局の出席者をご紹介いたします。東海北陸厚生局長の込山で

す。年金管理官の西條です。年金審査課長の清水です。管理係長の伊藤です。そし

て、先ほども申し上げましたが私は年金審査課長補佐の永原です。 

 

○中根会長 それでは、本日の議事に先立ちまして、込山東海北陸厚生局長より

ご挨拶をいただきたいと思います。 

 

○込山厚生局長 恐れ入ります。皆さんこんにちは。東海北陸厚生局長の込山で

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。  

東海北陸地方年金記録訂正審議会第 11回総会の開催にあたりまして、一言ご挨

拶を申し上げます。まず中根会長をはじめ、審議会委員の皆様方には、日頃から

年金事業の適正な運用と円滑な推進にご理解、ご尽力を賜りまして、誠にありが

とうございます。心より御礼を申し上げます。 

また、今回、新たに審議会委員になられた先生方、またご再任をご了承いただ

きました先生方におかれましては、ご多忙の中、ご快諾頂戴いたしまして誠にあ

りがとうございます。先生方のご尽力を賜りまして、引き続き年金記録訂正手続

きを着実に実施して参りたいと存じます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、今年は令和７年ということでございまして、この審議会は平成 27年４月

に第１回総会を開催しておりますので、10 年を経過した次第でございます。この

間延べ 578 回の部会を開催いたしまして、記録訂正請求事務を順調に処理するこ

とができました。改めまして、先生方、皆様方のご尽力に、心より御礼を申し上げ

たいと思います。 

最近の案件内容を見ていますと、こちらは先生方のほうがお詳しいかと思いま

すが、賞与に関する記録の問題であったり、また学生時代の保険料納付に関する

お問い合わせといった案件もだんだん増えておりまして、内容面での変化も見ら

れるところでございます。またとりわけ最近は、定期便やねんきんネットといっ

た、年金記録のお問い合わせに資する情報提供も整理されてきていることもあり

まして、受給者の方、受給者手前の方、いろいろご関心は非常に高くなっており

ますので、ご請求の数が減るということは難しいのかなと私ども感じているとこ

ろでございます。そういったところで、先生方の皆様には大変ご苦労、お手間を

おかけするところでございますけれども、言うまでもなく国民の皆様の老後保障

の要である年金制度、そしてその年金制度の基盤がまさに年金記録でございます

ので、引き続き、国民の皆様の権利回復のため、事務を公正的確にきちんと進め
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ていきたいというふうに考えております。繰り返しで恐縮ですが、先生方のご専

門性を踏まえたご知見であったり、ご経験ご尽力にお頼り申し上げる次第でござ

いますけれども、ご所属される部会でのご審議はもちろん、また本日のこの総会

の場も使っていただきまして、是非忌憚のないご意見を賜りたいと存じます。今

後とも私どもについて、貴重なご助言を賜れればと存じます。どうぞよろしくお

願いいたします。本日は誠にありがとうございました。よろしくお願いいたしま

す。 

 

○中根会長 ありがとうございました。それでは、本日の議題に入らせていただ

きます。議題は「会長代行」、「部会に属すべき委員」及び「部会長」の指名につい

てです。地方年金記録訂正審議会規則の第５条第３項において「会長に事故があ

るとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を

行う」とされ、同規則第６条第２項において、「部会に属すべき委員等は会長が指

名する」とされ、同条第３項に、「部会に、部会長を置き、当該部会に属する委員

等のうちから会長が指名する」とされております。  

これから、私の方で、会長代行、部会に属すべき委員、それぞれの部会長の指名

を行いますので、事務局は資料を配布してください。 

 

○中根会長 それでは、私から会長代行、部会に属すべき委員、それぞれの部会

長の指名を行います。 

まず、会長代行には、引き続き柚原委員を指名いたします。柚原委員、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

〇柚原委員 よろしくお願いいたします。 

 

○中根会長 続いて、部会に属すべき委員及び部会長を指名します。本審議会に

は、４つの部会を設置しております。 

第１部会は、佐藤委員、名越委員、宮田委員、渡辺委員で部会長は名越委員にお

願いいたします。 

第２部会は、大滝委員、内藤委員、安田委員、若松委員で部会長は安田委員にお

願いいたします。 

第３部会は、天野委員、加藤委員、木村委員、柚原委員で部会長は柚原委員にお

願いいたします。 

第４部会は、小寺委員、杉原委員、船戸委員、そして部会長は私、中根が務めさ

せていただきます。 

委員の皆様におかれましては、ただいま指名させていただきました部会長の下

で、東海北陸厚生局長から諮問のありました年金記録訂正請求の個別事案をご審

議いただくことになりますので、何とぞよろしくお願いいたします。また、審議

会総会は、必要な都度、私が招集することになりますので、よろしくお願いいた



          

5 

 

します。 

続きまして、報告事項として「年金記録に係る訂正請求の受付・処理状況等に

ついて」事務局から報告をお願いします。 

 

○清水課長 本年４月より年金審査課長になりまして、業務を担当させていただ

きます清水でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

着任後、日が浅いものですから、至らない点も多いかと思いますが、皆様方の

ご指導ご鞭撻を賜りながら業務に取り組む所存でございますので、どうぞよろし

くお願いいたします。  

それでは、皆様のお手元にあります資料３「年金記録に係る訂正請求の受付・

処理状況等について（令和６年度）」を基に説明をさせていただきたいと思います。

着座で説明をさせていただきます。  

初めに、この資料に記載されております数値でございますけれども、令和７年

３月分の集計がまだ終わっていない状況ですので、令和６年度につきましては、

令和７年２月末時点での速報値となっておりますことを予めご了承ください。  

それでは、資料の１ページをご覧いただきたいと思います。こちらは、当局管

内における直近３か年度の年金記録訂正請求の受付処理状況の推移を掲載してい

るものになります。受付件数につきましては、令和４年度が 369 件、令和５年度

は 410 件、令和６年度は７年２月末までで 370 件となっております。概ね 400 件

前後の件数で推移をしております。ちなみに、令和６年度の７年２月までの受付

件数の速報値は 370 件ですが、前年度同時期につきましては 364 件でしたので、

微増ですが受付件数は６件増えている状況です。  

制度別では、各年度とも厚生年金が受付件数の大半を占めており、次いで国民

年金、脱退手当金の順となっております。また、これまでの総会でも説明があっ

たかとは思いますが、訂正請求の処理の流れにつきまして簡単に申し上げますと、

請求者からの訂正請求は、まず、日本年金機構の年金事務所で受け付けをするこ

ととなっております。年金事務所で調査確認が行われた後に、厚生労働省での判

断が必要とされるものについては、我々厚生局に送付され処理をするという流れ

となっております。その結果、当局での処理件数につきましては、令和４年度が

105件、令和５年度は 117件、令和６年度２月末までが 67件といった結果となっ

ております。  

直近で年間件数が確定しているのは、中段にあります令和５年度の処理件数と

いうことになるのですが、処理件数 117件の内訳は、訂正決定が 72件、不訂正決

定が 45 件でした。制度別に見ますと、国民年金は処理件数 21 件のうち、不訂正

決定が 21件と、訂正決定はありませんが、令和４年度の数値または６年度の速報

値にも表れておりますが、不訂正決定が多いといった傾向にございます。  

また、令和５年度は全処理件数 462件の約 68％の 314件は記録訂正が必要と判

断できる、確実な証拠があるといったことなどにより、日本年金機構の方で処理

をされております。近年の傾向とすると、そういった形が増えている状況でござ
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います。なお、こちらの資料に記載の処理件数につきましては、処理した年度単

位で計上しているものとなっており、受付の件数と処理の件数とは若干相違して

おりますので、ご了承ください。 

資料にはございませんが、日本年金機構から当局へ送付される受付件数は近年、

横ばいとなっております。以前より、月に１回、各部会を開催させていただいて

おりましたが、令和４年度後半からは休会にさせていただく月もございます。年

金記録の訂正請求が、今後どの位、当局に送られてくるかは何とも言えないとこ

ろではありますけれども、今後も審議の予定がない月には休会とさせていただく

こともありますので、予めご了承いただければと思います。なお、委員の皆様方

は大変お忙しいですしご都合もあろうかと思いますので、休会が決定した場合に

は、いち早くお伝えさせていただきたいと考えております。  

次に２ページをご覧いただきたいと思います。こちらは、受付件数の推移とい

うことで、ご存じのとおり当初、総務省年金記録確認中部地方第三者委員会にて

年金記録の申し立て手続きが開始された以降、管内の受付件数の推移として検証

してございます。平成 22 年度をピークに、その後減少が続き、平成 30 年度には

一旦 221件、1か月あたり 18件となり減少しました。その後一旦増加しましたが、

ここ３か年度は年 400件前後、１か月あたり 30件程度で推移をしております。  

次に３ページをご覧いただきたいと思います。こちらは、年金記録の申し立て

手続きが開始された以降の当局の処理件数の推移となります。先ほどの受付件数

の推移と同様に、平成 22 年度から減少し、近年では月 10 件程度の処理状況にな

っております。  

次に、４ページと５ページをご覧いただきたいと思います。こちらの資料の数

値につきましては、昨年 12 月に開催されました第 12 回社会保障審議会年金記録 

訂正分科会において公表された資料の抜粋でございます。全国の厚生局処理事案

を対象とした件数となってございます。  

まず、４ページの事案類型別の状況をご覧いただきたいと思います。詳細はこ

の表の一番左側に当たる部分ですが、令和４年度のほうを見ますと、厚生年金で

は、事案類型が①標準賞与額に係る訂正請求が制度別の割合で見ますと約７割、

②被保険者期間に係る訂正請求が約２割弱、③標準報酬月額に係る訂正請求が約

１割でした。右側の令和５年度においてもほぼ同じような比率であります。近年

の厚生年金の主な訂正請求は、標準賞与額に係る訂正であることが分かるかと思

います。また、国民年金のほうを見ますと、令和４年度、令和５年度においても 

⑤保険料納付に係る訂正請求が９割近い割合を占めております。  

脱退手当金につきましては、支給期間の訂正が全期間か一部期間かということ

ですが、すべて全期間の訂正を求めたものとなっております。 

続いて５ページをご覧いただきたいと思います。５ページは、記録訂正の決定

率をグラフにしたものです。やはり、厚生年金については決定率が高いことが、

このグラフからもお分かりになるかと思います。  

続きまして、６ページをご覧いただきたいと思います。こちらは、請求者の年
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齢階層別の状況になります。全国版の令和５年度における厚生局処理事案を対象

とした件数となってございます。  

国民年金では、年金請求年齢に近い 50 歳から 65 歳の層の請求が多くみられま

すが、厚生年金に関しましては、30歳代の若い世代から 65歳までと、広く分布し

ていることが分かるかと思います。その要因としましては、一番請求の多い賞与

の届出漏れや額の相違など報酬に係る請求が多いことが影響しているのではない

かと考えております。  

最後に、７ページをご覧いただきたいと思います。冒頭、１ページで当局管内

の受付処理状況を説明させていただきましたが、こちらは、全国に 11か所ござい

ます各厚生局・分室ごとの受付処理状況でございます。  

当局の処理件数は、網掛けしてあります⑦列になりますが、全国の処理件数に

つきましては、表の一番右側の網掛けの一番上に、758件とあります。当局はその

うちの 67件ということで、全国に占める割合は 8.8％となっております。  

また、当局の特徴としましては、表の下から２行目に、機構記録訂正の処理率

の記載がございます。一番右の欄の機構記録訂正処理率の全国平均が 76.5％とい

うことで、当局では 70.3％となっております。昨年度の同時期は 66％ということ

でしたので、若干 70.3ということで、改善されているのではないかと考えており

ます。そういった意味でも、平均値を下回っている状況ですが、機構での処理率

が低いということは、逆に厚生局での判断を必要とする事案が多いという裏返し

にもなります。それだけ当局においては難しい事案が多いといった傾向にあると

いう分析をしております。  

このような現状ではありますが、委員の皆様方におかれましては、精力的にご

審議をいただいていることに、この場を借りまして感謝を申し上げさせていただ

きます。  

また、本年度におきましても、昨年度同様、委員の皆様の忌憚のないご意見、活

発なご議論を賜りますようお願いしまして、請求訂正の受付・処理状況の説明を

終わらせていただきます。ありがとうございました。  

 

○中根会長 ありがとうございました。ただいまの事務局の報告について何かご

質問等があればご発言をお願いいたします。 

 

○中根会長 よろしいでしょうか。 

以上で報告事項について終了いたします。これで本日予定していた議題及び報

告事項は、全て終了しました。 

 

○永原課長補佐 中根会長、ありがとうございました。これをもちまして、第 11

回東海北陸地方年金記録訂正審議会総会を終了いたします。 

 

 


